
防 虫 科 学 第 37L巻-ⅠⅠ

21) Babュ,N.,A.NagayasuandM.Ohno:Agr.

Bfot.chem.,34,343(1970).

22) Murano,A.,S.Fujiwara,M.Horibaand∫.

Miyamoto:Agr.Blot.Cheml.35,1200(1971).

23) Kato,T.,J.Hattori,S.Kuramotoandド.

Ooi:SumitomoKagaku,1965-II,18(1965).

24) Nakanishi,M.,T.KuriyamaandA.Kudo:

Botyu･Kagaku,35,96(1970).

25) Campbell,F.L andW.N.Sullivan:Soap
andSanit.Chemicals,14,119(1938).

26) Sawicki,R.M.andM.Elliott:I.Sci.Food

Agric.,16,85(1965).

27) Okuno,Y.,K.Fujimoto,T.Kadota,∫.Miya･

motoandK.Hamuro:Botyu･Kagaku,34,
157(1969).

28) Sun,Y.P.andE.R.Johonson:I.Econ.

EnLomoL.,53,887(1960).

29) Hayashi,A･:JapaneseI.ofSaniE.Zoology,
20,261(1970).

Studieson Sex PheromoneofPyralididaeIV. TheMaleResponsetotheFemaleSex
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9.メイガ科の性誘引物質に関する研究 第ⅠⅤ報 スジマダラメイガの性フェロモンに対する堆
城山の行動 高橋史樹,桝井昭夫,桑原保正 石井象二郎,深海 結 く京都大学戯学部)47.4.20受理

スジマダラメイガ雌の性フェロモンに対する雄成虫の応答行動を2種の生物試験法によって比較

した.生物試験法-1は100×150×160cm (2.4m3) の箱の中で,生物試験法-2は径3cm,長さ

30cm のガラス管内で一定流出の空気を流した中で行なわれた,雌成虫の粗抽出物はいずれの試験

比によっても, tlと試虫が大きいほど誘引性は高くなる.一方, 榊封フェロモン (Gis-9,trams-12-

lctradecadienylacetate)は生物試験法-2では粗抽出物の場合と同じ快向の結栄を示すが.生物試

験法-1においては,tlも試虫が一定の限度を越すと,誘引性を示さなくなる結果となった.

さきに,スジマグラメイガCadracauteLlaWalker.

ノシメマグラメイガPlodiaI'nterpuncteLtaH也bner,

スジコナマグラメイガ Anagastakiihnz'elLaZeller

の3位の末交応雌から性フェロモンを地山畔駈し,い

ずれも同じ化合物で.梢造は cis-9,tyans-12-tetra-

decadienylacetateであることを報告したl･2･3･4).引

続いて,チャマダラメイガEphestL'aetuteLlaHdbner

の雌の牲フェロモンもまた同一化合物であることが明

かにされた6). このように,近縁の蛾が同じ性フェロ

モンを分泌発放しているL45実が明かになったことから

考えて.これらの蛾が臼然の条件下で配偶に際して,

たがいに柾の.沌別をしている機梢の解明に興味を覚え

ざるをえない.Bradyらはノシメマグラメイガの雌

成虫あろいはその山抽出物を誘引政として試験する場

合にはノシメマグラメイガ雌成虫に比してスジマグラ

メイガ雄成虫が誘引される皮合が極鵬に低いヨl火を明
かにし,ノンメマグラメイガ雌成虫にはスジマグラメ

イガ雄成虫に対する性フェロモンの活性を阻51L.'･する物

質の存在を推定している2,6). このようなiit夫はマグ

ラメイガ類の配偶における超の識別の要因の1つを示

唆しているが.いまのところでは,これが要因のすべ

てといい切ろには間超があろう.ここではマダラメイ
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ガ劫の配偶における種の識別の機構を探る目的で,蕊

ず性フェロモン活性の生物試験法を検討した.マグラ

メイガ塀の性フェロモンの印舵においては,カイコガ

の場合の Karlson･Butenandtの方法7)に聯じて,小

さな空間での試料に対して雄成虫が超を小刻みに出動

させる行動 (以下,バクツキ行動と略す)を性フェロ

モン活性の有細の指控とした8). 今匝=まさらに大きな

空間での生物試験や空気の流れの中での此奴を行ない,

性フェロモンに対する雄成虫の反応を比収した組niに

ついて報告すろ.

材料と方法

供試雄成虫 :30oCで長日条件下 (16時間明瑚 :8時

間柄期)で腰高シャ-レ (径llcmx高7cm)内で,

米ぬか20gを飼料として卵約200を用いて継代朗lfL,
和られたスジマグラメイガ (FT一系統○))堆成山の羽

化後3日目の米交尾のものを試験に供しT=.通'ITY,羽
化は夕刻に始まり,暗朋開始2時ral以内にほとんどが

災中する.羽化後1時間以内に雌雄を分けることによ

って未交尾雄を災めた.雄成虫の性フェロモンに対す

る感受性は羽化後2日間に急激に増大し.その後死亡

するまで徐々に増え続けるが,余り日放が経過すろと
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死亡率が捕まるので書). 羽化役3日口の蛾を紋JTlした.

性フェE)モンの試料 :米交Fi雌成凸か ら地目ル たま
まの机管弦物と,合成によって狩られたfl'sy生物の2位Tn

の牲フェロモン粥淡を試料とした.すなわち,

i)机撃Ll̂羊11枚 :20oCGF7)打で柑られるFT-系統未交
FiW )400現をとり. 眺試牧の均一化 をはかるため.
100現ruそれぞれ100mtの以化メチレンに浸打iNhLhL.

各地山紋から20mtずつとり山して混合し,鵬BUl六枚
とした.この原紋lmt中には雌1頭の体内に含まれ

る性フェロモンが含有 されていることとなり,以後

lFE/mJ(FE;femaleequivalentの略)と表示する.

原紋を塩化メチレンで10倍矧 こ希釈して,1FE/mtか

らlo-6FE/mLまでの7段階の供試紋を調製した.別

に.100頭および1000銃の末交尾雌の腹部宋獅を切り

取り, それぞれ10mtの塩化メチレンに浸訳し.101

FE/mLおよび102FE/mtの供試紋とした.

ii)fl鳩望試料紋 :合成によって得られたcl'S-9,tyans-

12-tetradecadienylaeetateを呪化メチレンに桁解し,

10~2mg/mtから10~7mg/mLまでの10倍ずつ渋皮の異

なる6段階の供試紋を調畢注した.

各供試紋は冷暗所に保存し.生物試験に供するとき

には,それぞれlmtを小型シャーレに採り,1cmx

3cmの折紙 (束tY･:5']紙 No.50)に吸い込ませて風乾

したものを性フェロモン群として用いた.

生物試故法 :つぎの2つの方法によった.

i)生物試験法-1- 100cm(帽)×150cm(奥行),X

160cm(花)(2.4m3)の木枠にテトロンガーゼを弧り,

その上からビニールシートで署削､外部からの風の播皆

を防いだものを用いた.この内部8lT1両の上部にハエト
I)1)ボン (4cmx30cm) を指し.)ボンの上部('uLに性フ

ェロモン試料を含んだ折紙を同定して,雄成虫の誘引

試験を行なった.まず,都内でのハエトリ.)ボンの位

田による選好性を調べるために,Fig.1に示したa～

fの6つの位PPItuにそれぞれ1FEの粗抽出物を含ませ

た折紙をつけたハエトt)I)ボンをrTJし.椛城山60-70
頭を放って,以下に述べろ性フェロモン溺引.試蚊と同

じ撹作を出したt.1,=架.fJ.I:L以外はいずれも位相 こよる
Z!のないことを認めた.そこで,aとbの申rL.'Jl'.iAお

よびdとCの申閃点Bの2個所にそれぞれハエト]).)

ボンを.?,し.一方には試料折紙を,他方には無処刑の

宙ヽ紙をつけろ.夕刻5時頃に箱の床中火から供誠堆50

現を放ち.20時間後の翌日午後 1時頃,両側面のハエ

ト.)I)ボンに付かした雄を数え,供試虫全部に対する

百分率で誘引率を示した.試験は25±1oC,60-80%

RH,ほとんど暗黒状態で行なった. つぎの試験への

彫響をさけるため,試験終了後は充分換気を行なうと

ともに,常に低濃度の試料から高渋皮の試料へと試験

した.1つの試料について一連の渋皮の試験を終えれ

ば,節を水洗し,日光と外気に曝して,つぎの一連の

試験にtltした.

ii)生物.試験法-2- Fig.2に示すように,径3cm,

長さ30cmのガラスAL72本をつなぎ,持分600mtの新
鮮空式の流れを送る.mAに訳料かヽ紙を.竹BのL2線
より凪下川に眺試蛾20班を入れ 1分後に a)麺を特

徴的に振動させる (バクツキ行動).b)L2緑よりも

風上川に移朔する (起位行軌).C)Ll緑より風上に
災ろ (誘引行軌)の3f･Ttの行動をホす山放をかぞえ,

石JJJ埠王を求めろ..7Jt験は30°C,70,00'RH下で火舶し

た.

央験括果

生物試験法･1で行なった性フェロモン粗抽出物と栢

別物の2和桝の試料によろ誘引性をみた結果はFig.3

とFig.4に示しT:ように. 粗抽出物の誘引性は10~2

FEより眺試指が大きくなるとともに高くなり,lo一l

FE以上では誘引性は高いまま保たれる.そして,対

肘区に付宕する雄の率は試料塁を増すにしたがって減

少している.ところが一方,精製物の場合には.10~l

～1016mgのところで最謁の誘引率を示すが.それは

せいぜい50%程度であって,粗抽LIl物の場合の70%に

′ 一 一 -I--
′′Inlet a A b

f ce B d

ト~ 150cm ;

Fig.1. Settingpositionofthestickytrapsinthe

assayroom forbioassaymethod-1.
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Fig.2. Apparatusforbioassaymethod-2. Sexpheromoneissetinglasstube
A,andmalemothsareconfinedinthedownwindhalfofglasstubeB.

10~6 10-i10-110-310-2 10-1 100 lot 102FIミ

Fig.3. Responseolmalemothstothecrude
extractfrom femalemothswhen

assayedbymethod-1.

FE ;femaleequivalent,●一一;pheromonetrap,
か･一 ;COntrOltrap.

は及ばない.10~1mg以上の試料が供試されるときに

は誘引料 ま低下してゆき.10~2mgにもなれば,あた

かも誘引性がないかのような結果を示し,粗抽出物で

見られる効鵜と非'iほに輿なった結果となった.

生物試験法-2では.性フェロモンに対する雄成虫の

応答の代表的な行動.すなわち,バクツキ行軌 定位

行動,誘引行動を分析し.それぞれの行動をとる供試

虫の数の全体に対する百分率と試料虫との関係を求め

たもので,Fig.5に結果をまとめた.粗抽出物と綿製

物の両試料ともにプロビット変換すると直線関係とな

り,上13己3種の行動の垣緑は互いに平行になる.生物

試験法-1の結果とは異なり,両試料の間に顕著な差が
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synthesizedpheromonewhen
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●･一･･一 ;pheromonetrap,

〇一一 ;COntrOltrap.

認められず,多塁の精製物を供試しても強い誘引性が

認められる.

考 県

性フェロモン粗抽出物とも'1魁物との間に,生物試験

汰-2によれば効力発現の上にほとんど差掛 ま認められ

ないが.生物試験法-1では.梢製物の場合.tlt試止が

大きくなれば誘引性を失うに至り,粗抽出物の場合と

はっきり異なった結果となる.この精製物によって引

き起される現象には種々の要因がからんでいると考え

られ,その解明は今後の研究にまたなければならない

が,生物試験法-1での試験実施中の供試椎の行動を観
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H;wlngflutterlng, 〇一〇;Orientation.
〇･･一○ ;attractedtopheromonesource.

察すろと.両試料ともtl∈試血が大きいときでも.祁円

で椛成dlはm･発に飛びまわり,性フェロモンの形轡を

受けているとみられ 市況皮の絹製物によって行動の

抑制を受けている可能性は考えられない.そこで.坐

物試験法-2をmいて.試料折紙を鞘に空気の流れの中

におき,一定時間矧 こ雄に対する作用をみて,誘引性

の経時変化を調べてみた.その結果はFig.6に示すよ

うに,粗抽山物では3時FI.司の後にも誘引性がまだ認め

られるのに対して.梢製物では急激な城少がみられ,

1時間後には消失するに至る.この誘引性の減少消失

畑
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Fig.6. Decrcascorpheromonalactivityin
.lirstream (600nlt/min.)byusing
ofthemethod-2.

Crudepheromone,lo一lFE

Synlhcticpheromone,1016mg

は印散によるものなのか.あるいは化学反応によろ結

果なのかは断疋できないにしても,枇仙出物に含まれ

る性フェロモン以外の物Tは たは物門Tnが牲フェロモ

ンのnu托あるいは化学的変化を避妊させる一ものと考え

てよいであろう.雌d鵬 から批フェロモンとともに仙

川されてくる物11が性フェロモンのir.･性発矧 こIr(出な
役'判を米しているであろうことは,これ以外の概要(紘

対からもうかがわれる.たとえば,叔初に触れた

Bradyらち4)のノシメマグラメイガ雌粗抽出物のスジ

マグラメイガ椛に対する誘引性はノシメマグラメイガ
雄に対するものよりずっと少ない弔文を明かにした実

験があげられる.いずれにしても,マグラメイガ効の

配偶における和の識別のけfJ超と関連して.ここに述べ

た梢雪注性フェロモンと糾柚ill物のn･:川の京王)Ttl･をly】節に
説明すろためにはさらに.iT.しい研兜が必出と巧えられ

ち.
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Summary

Responseofthemalealmond moth Cadra

cauEelLaWalkertothesexpheromonewastested

bythefollowingtwomethods:

Method1-Unmatedmalemothswerereleased

inaclosedroom (100×150cm,160cm inheight,
2.4m3) wheresticky pheromone traps were

placedonpositionsAandBasshowninFig.1.

Method2-Thepheromonewasintroduced by

airstream intoaglasstubeinwllichunmated

malemothswereconfined (Fig.2). Response

ofthemalemothswasclassedastoa)wing

fluttering,b)orientation,andc)attraction.

Thecrudeextractionfromvirginfemalemoths

sl10Wedstrongactivity ofattraction to male

mothsbybothmethods,andtheactivityincreased

withtheamountoftheextractapplied.Onthe

contrary,synthesizedpuresexpheromone,cl'S-9.

iyans-121tetradecadienylacetate,Showedthesame

resultsasthecrudeextractbymethod2,butit

didnotshowattractivenessbymethod1when

theamountofthepheromoneexceededacertain

level.

Morerapiddecreaseinactivityofattraction

tomalemothswasobservedonthesynthesized

pheromonethan on the crude extractfrom

females.

FecundityoLandHatchoEEggsfromMulberryLeafBeetle,FLeutfauxiaaTmataJlaly
(Col..Chry80melidac),TreatedwithThiotepa,Metepa,Tepa,and llempa.MasakiIBA

(Kansailiranch,TheSericulturalExperimentStation,Ayabe,Kyot0-623)andChisatoHIRANO

(CllCmiStryDepartment,TheSericulturalExperimentStat'LOn,Suginami,Toky0-166)★Rcceivcd

April24.1972.BoLyu･Kagaku,37,601972.(withEnglishSummary66)

10･クワハムシにたいする Thiotepa,Metepa,Tepa および IIempa の不妊化作用糊
伊庭正樹 (誠糸試験場Bg西支場)平野千里 (表糸試験吸化学部)★47.4.24受皿

クワハムシ雌雄成虫に thiotepa,metepa,tepaおよびhempaの希釈枚をPLE或したクワ井を与え,

それらの不妊化効果を検討した.雄成虫を処理して,如処理雌成虫と交尾させた災駿では,thiotepa

(0.01%以上),metepa(0.05%以上),tepa(0.025%以上)で幼い不妊化効果がみられた. これら

の効果は,主として貯化率の低下として観察され. 処軌こよって誘発された杓子核の炎常が原凶と

なったものと推定される.一方,hempaは4%紋明滅区でも堆成虫にたいして不妊化作用をいこな

い.
既交は噸成虫を処理した場合には,thiotepa(0,002%以上),metepa(0.2,%以上),tepa(0.05I

%以上)で地力な不妊化琴束がみられた. これらの不妊化効果は. 卵虫の発育抑制による産卵数の

氾少と,卵における発育異常の祝合された純米と考えられる.Hempa処理でも4%区ではいちじる

しい産卵数の滅少がみられたが,座下卵の卿化率は高く. 卵そのものにたいする特兵的な膨弓削まな
いものと考えられる.

クワEurt虫の放出剤による防除は.班IT]薬剤のカイコ

にたいする砧性,とくに班留iu性への配慮から.兆剤

の種斑や班用時期に少なからぬ制WJ-を受けており,天

敵の導入,誘殻法,不妊化法などをとり入れた,いわゆ

る総合防除技術体系の確立がいそがれている現状であ

る.本文はこのような背景のもとに,養蚕碩域におけ

る化学不妊剤の利用可石の目安を得るためおこなった
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火映の一部であり,クワハムシ FLeuh'auxl'aal･maLa

にたいして4位の既知化学不妊剤を経口的に投与し.

★Presentaddress:PesticideResearch Labora･

tory,KochiUniversity,Nangoku･shi,Kochi-

783. 現在:高知大学g呈学部.
I+本報の一部は日本蚕糸学会節38回学術訴班会にわ

いて講演した.


